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日本におけるボーダーランド政策の新展開
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決の促進のための特別措置に関する法律 (以下, 北特法) がある｡ ただ
し, 離島振興法の対象には瀬戸内海の離島をはじめ国境地域以外の離島







離島法) が制定された｡ 本法は戦後日本において初めて ｢国境｣ を冠す




















































(４) 詳しくは, 古川浩司 ｢日本の境界地域を考える｣ (月刊 『地理』 第,+巻




域と定義している (第２条２)｡ なお, 沖縄県は県内市町村が有人国











), 統合型ボーダーランド () の４つの
モデルに分類している｡ これらのうち, まず疎外型ボーダーランドでは,
緊張状態にありボーダーが閉じられ越境交流がほとんどないため, 各国
























られる｡ 具体的には防衛施設の設置が考えられる｡ その上で, 共存型ボー




























プ｣ が承認されている (｢日露首脳会談｣ (外務省： 
!" "!#$))｡ なお, これらのう
ち, ③に関しては年月	日から月２日に実施された (｢初の四島
















こととがあげられ (第３条), 内閣総理大臣が, 有人国境離島地域の保
全及び特定有人国境離島地域に係る地域社会の維持に関する基本的な方

























の整備 (見島, 海栗島, 沖永良部島, 宮古島), 航空警戒管
制多重通信網の整備 (下甑島, 奄美大島 (奄美大島分屯基地・湯湾岳),
久米島), その他自衛隊施設の整備 (新島, 佐渡, 見島, 福江島, 下甑












行う事業資金支援), ④滞在型観光促進 (滞在プラン等の企画・開発, 宣
伝・実証, 販売促進による旅行者の 費用負担の軽減の取組支援) のた
めの補助金が交付される
()




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	 !"#!	 !!#	$%	&'&(&$%), 頁｡
() 同上, 頁｡




年５月に対馬市, 九州郵船株式会社 (以下, 九州郵船), 九




とを目的としていた｡ したがって, この締結により, 同年７月より国際
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イル存続を求める要望書 (人分)｣ が, 北部市民を中心に対馬市商
工会から提出され, 定期航路が休止された翌年の年６月日から７
月日までの日間, 九州郵船の ｢ヴィーナス｣ を使って実証運航を行っ









速船の ｢ビートル｣ に北部市民を乗船させて, 福岡まで』 との声が一段
と強まり, 対馬市として ｢混乗｣ の取組を本格的に進めることになった
()
｡
しかしながら, 国際航路の船舶に, 国内旅客を乗船させることは, 国
内客と国際客との混在により, 病原体の国内侵入や動植物に影響のある
有害物質の流入, 麻薬等の密輸, 免税品等の受渡し等の問題が懸念され
ることから進捗しなかった｡ 当初, 九州運輸局, 関係機関との協
議を足掛かりに, 年月に ｢特区提案書｣ を内閣府に提出したが,
同年月に ｢不可｣ と判断された｡ その後九州高速船と ｢内変・外
変｣ での運用は出来ないか協議するも ｢不可｣ と判断された｡ 更に


















から対馬市民以外にもこの ｢混乗｣ を喚起することができ, 広く内外の


















ス基準を確保した上で 『唯一航路』 という条件を満たす, 運航方法の検
討｣ が言われ, その誰も試みたことの無い方法を探すため, 第３回協議
日本におけるボーダーランド政策の新展開 (古川) ()
() 同上, 頁を参照｡ なお, 協定の実現に尽力された秋野公造参議院議員
によれば, 本協定に係る国の関係機関として, 外務省, 法務省, 財務省, 厚
生労働省, 農林水産省, 国土交通省があげられるという (年７月日,
博多・比田勝航路 (対馬混乗便) 就航便 (比田勝発) 内にてインタビュー)｡
(７月７日) から, 座席を借り受ける ｢用船契約｣ での運航の検討を始
め, 第６回 (９月日) 協議で ｢用船契約｣ による運航を決定したが,
その内容についての前例が無く, 三者で九州運輸局とも協議しながら,
問題点を抽出し, 協議を続けました｡ その後, 第７回目から第回目ま
では, ｢用船契約｣ の内容協議を中心に, 運航主体, 業務委託契約書,
運送約款, 安全管理規程, 代理店契約, 運航ダイヤ, 船内改修, 基本運
賃, 燃料油価格変動調整金, イニシャル・ランニングコスト, 需要予想,
用船料等々の協議を行った
()
｡ その結果, 年３月日に, この航路の
運航主体である九州郵船が申請 (①海上運送法 (事業計画変更認可申請・
船舶運航計画変更認可申請), ②離島航路整備法 (運航計画変更認可申
請), ③その他協定書, 契約 (指定区間において国際航路に国内旅客を
中京法学	巻１・２号 (年) ()










大臣が指定するものをいう (海上運送法第２条第項)｡ そして ｢指定区
間｣ を含む航路への参入の許可基準は, それ以外の区間への参入基準に加
え, 一定のサービスを確保するために指定された区間ごとに設定された






















きのものに限る：パスポート, 運転免許証, マイナンバーカード, 国境
離島島民割引カード等, 但し, 学生証, 社員証は含まない｡) を確認し,
乗船券を発券の上, ｢身分証明書と乗船券｣ を専用のネックストラップ













その後, 上記の本人確認手段は, 対馬市や九州高速船が国 (国土
日本におけるボーダーランド政策の新展開 (古川) ()




() ｢対馬経由ビートル就航, 博多―釜山 初の ｢混乗便｣ 島民歓迎 国内
旅客と国際旅客同乗｣ (『西日本新聞』 年７月日)
交通省) に要望した結果, 年月日より顔写真が付かない健康保
険証, クレジットカード, 学生証, 社員証及び金融機関のキャッシュカー
ドなどに拡大された
()




















() また, 身分証を持つことが少ない歳未満の国内線客は, 親の同伴や,
窓口で親の身分証を確認することで子どもだけでも混乗便に乗船できるこ
ととなった (｢国内線客の本人確認緩和 ビートルの対馬経由 ｢混乗便｣｣
『長崎新聞』 年月日)｡
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別表 第３ (ホワイト国) の国から韓国を削除するための政令改正が閣
議決定され, 韓国に対する輸出優遇措置の撤回が８月日より施行され
日本におけるボーダーランド政策の新展開 (古川) ()
() 有人国境離島法制定による成果は, 例えば, 山田吉彦 ｢有人国境離島法
に基づく施策の現況①長崎県五島市｣ (『季刊しま』 
, 年所収,
頁) を参照されたい｡ なお, 同連載では, ②長崎県対馬市 (同上,
, 年所収, 頁), ③東京都八丈町 (同上, , 	
年所収,頁), ④新潟県佐渡市 (同上, , 	年所収, 











































































() ｢前年の９割減も 対馬念頭, 韓国人観光客激減を政府支援｣ (『朝日新
聞』 年月
日)
() 詳しくは ｢礼文セミナー｣ (『レポート』 第号：
 !), 	"頁を参照
されたい｡
